
■
５
月
１
日
「
第

96回
メ
ー

デ
ー
」
が
県
内
各
地
で
開
催

さ
れ
、
３
５
５
人
が
参
加
し

ま
し
た
（
写
真
左
上
か
ら
時

計
回
り
に
、
宇
摩
・
新
居
浜
・

愛
媛
中
央
・
西
条
周
桑
・
内

山
）
。
■
松
山
市
城
山
公
園

で
の
「
愛
媛
中
央
メ
ー
デ
ー
」

に
は
約
１
６
０
人
が
参
加
。

今
井
愛
媛
労
連
議
長
が
「
最

賃
の
全
国
一
律
制
度
、
８
時

間
働
い
て
普
通
に
暮
ら
せ
る

社
会
の
実
現
を
。
軍
事
費
を

削
っ
て
、
命
・
く
ら
し
・
教

育
・
社
会
保
障
へ
回
せ
。
改

憲
を
許
さ
な
い
運
動
を
」
な

ど
あ
い
さ
つ
。
来
賓
あ
い
さ

つ
で
は
、
松
浦
県
原
爆
被
害

者
の
会
事
務
局
長
も
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
決
意
表
明
と

争
議
・
闘
争
団
の
訴
え
、
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
も
行
わ
れ
、
メ
ー
デ
ー

宣
言
を
採
択
。
閉
会
で
は
、

森
賀
県
本
部
委
員
長
が
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。
松
山
市
内

を
パ
レ
ー
ド
し
、
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
で
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。
■
内
子
町
民
会
館
で

の
「
第

96回
内
山
地
区
統
一

メ
ー
デ
ー
」
に
は
６
団
体

40

人
が
参
加
。
実
行
委
員
長
の

力
石
内
子
町
職
委
員
長
は

「
春
闘
に
て
大
き
な
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
を
勝
ち
取
っ
た
も
の

の
、
物
価
高
騰
に
追
い
つ
い

て
お
ら
ず
国
民
は
困
窮
し
て

い
る
。
労
働
組
合
、
団
体
が

協
力
し
て
、
要
求
活
動
を
実

施
し
て
い
こ
う
」
と
あ
い
さ

つ
。
そ
の
後
、
各
団
体
の
意

見
交
流
を
行
い
、
衰
退
し
て

い
る
農
業
の
現
状
、
戦
争
反

対
、
大
幅
な
物
価
高
騰
を
国

民
に
強
い
る
現
政
権
へ
の
不

満
、
要
求
活
動
に
よ
る
職
場

環
境
を
改
善
で
き
た
こ
と
な

ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
大
会
宣
言
、
メ
ー
デ
ー

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
参
加
者
全
員

で
確
認
し
、
各
団
体
協
力
し
、

団
結
し
て
要
求
し
て
い
く
決

意
を
確
認
し
ま
し
た
。

５
月
３
日
、
憲
法
記
念
日

に
「
５
・
３
愛
媛
憲
法
集
会
」

が
開
か
れ
、
約
８
０
０
人
が

参
加
。
開
会
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
、
４
人
が
「
憲
法
に
思

う
ー
私
の
意
見
」
と
し
て

「
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
う
け

て
核
廃
絶
・
平
和
的
生
存
権
」

「
性
暴
力
と
フ
ラ
ワ
ー
デ
モ
」

「
憲
法

25条
」
「
若
者
憲
法

集
会
に
参
加
し
て
」
の
各
テ
ー

マ
で
発
言
。
■
記
念
講
演
で

は
元
文
部
科
学
事
務
次
官
の

前
川
喜
平
さ
ん
が
登
壇
し
、

「
本
当
の
『
坂
の
上
の
雲
』

と
は
？
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
。

冒
頭
、
加
計
学
園
獣
医
学
部

問
題
に
つ
い
て
「
ひ
と
言
で

言
え
ば
当
時
の
安
倍
首
相
の

友
人
の
た
め
の
行
政
の
私
物

化
に
尽
き
る
。
事
実
関
係
は

は
っ
き
り
し
て
い
る
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は

「
本
当
の
坂
の
上
の
雲
」
と

は
「
永
遠
の
平
和
の
理
想
」

で
あ
り
、
軍
事
大
国
に
な
る

こ
と
で
は
な
い
と
し
、
カ
ン

ト
の
「
永
遠
平
和
の
た
め
に
」

の
力
の
支
配
か
ら
法
の
支
配

へ
人
類
を
進
化
さ
せ
る
提
唱

を
紹
介
。
日
本
国
憲
法
は
パ

リ
不
戦
条
約
、
国
際
連
合
憲

章
を
引
き
継
ぎ
、
９
条
が
で

き
て
い
る
こ
と
、
９
条
が
日

本
を
戦
争
に
引
き
ず
り
こ
ま

な
い
た
め
の
大
事
な
歯
止
め

に
な
っ
て
い
た
と
話
し
、
改

憲
さ
れ
て
い
れ
ば
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
、
イ
ラ
ク
戦
争
に
参

戦
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と

説
明
。
最
後
に
「
憲
法
は
絶

対
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
改
憲
派
は
１
９
４

５
年
以
前
に
戻
そ
う
と
し
て

い
る
。
憲
法
は
ま
だ
ま
だ
実

現
し
て
い
な
い
。
書
い
て
い

る
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
実
現
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
だ
」
と
力

強
く
話
し
ま
し
た
。
集
会
宣

言
を
採
択
し
、
パ
レ
ー
ド
で

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

■
５
月
４
日
、
愛
媛
・
高
知

県
境
で
平
和
行
進
四
国
コ
ー

ス
が
２
コ
ー
ス
同
時
に
ス
タ
ー

ト
。
愛
媛
コ
ー
ス
は
５
月
４

日
～

18日
・

23日
の
日
程
で
、

愛
南
町
か
ら
四
国
中
央
市
へ

と
香
川
県
に
む
け
て
行
進
し

ま
し
た
。
■
５
月
４
日
の

「
出
発
式
」
に
は
高
知
と
愛

媛
か
ら

27人
が
集
ま
り
、
愛

媛
県
実
行
委
員
会
よ
り
今
井

正
夫
実
行
委
員
長
が
「
ノ
ー

ベ
ル
委
員
会
が
、
日
本
被
団

協
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
送
っ

た
理
由
の
中
で
、
被
爆

80年

を
前
に
被
爆
の
実
相
を
世
界

に
伝
え
、

80年
間
核
兵
器
を

使
用
さ
せ
て
い
な
い
こ
と
と

こ
れ
か
ら
も
核
兵
器
禁
止
を

広
げ
て
い
く
こ
と
を
求
め
て

い
る
。
県
内
自
治
体
を
ま
わ

り
、
平
和
行
政
の
推
進
と
日

本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約

へ
の
署
名
・
批
准
を
求
め
て

い
き
た
い
」
な
ど
あ
い
さ
つ
。

出
発
式
後
、
愛
媛
参
加
者
で

愛
南
町
を
行
進
し
ま
し
た
。

■
５
月

11日
「
松
山
行
進
」

が
石
手
川
・
原
爆
慰
霊
碑
前

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
約

80人
が

参
加
。
集
会
で
は
う
た
ご
え

に
続
き
、
参
加
者
が
黙
祷
。

主
催
者
・
来
賓
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
石
手
川
沿
い
か
ら
、

県
立
病
院
前
を
通
り
、
高
島

屋
周
辺
ま
で
歩
い
て
、
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

■
５
月

14日
の
平
和
行
進
・

今
治
市
要
請
で
は
、
要
請
項

目
の
「
平
和
行
政
の
推
進
」

に
つ
い
て
、
担
当
課
長
が

「
こ
の
１
年
で
新
し
い
と
り

く
み
を
行
い
ま
し
た
」
と

『
今
治
空
襲
後
の
航
空
写
真

パ
ネ
ル
』
を
紹
介
。
１
９
４

５
年
８
月
５
日
の
空
襲
後
の

９
月
に
米
軍
機
が
上
空
か
ら

撮
影
し
た
写
真
で
、
市
民
団

体
が
ア
メ
リ
カ
で
入
手
し
た

デ
ー
タ
を
市
に
提
供
さ
れ
、

市
が
畳
半
分
の
大
き
さ
の

15

枚
の
パ
ネ
ル
に
し
た
も
の
で
、

こ
の
日
は
市
内
中
心
部
の
３

枚
を
披
露
。
要
請
団
か
ら
は

「
誰
も
見
た
こ
と
が
な
い
貴

重
な
資
料
で
す
ね
。
市
と
し

て
も
平
和
パ
ネ
ル
展
開
催
な

ど
行
っ
て
、
市
民
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
ほ
し
い
」
と
提
案
し

ま
し
た
。
■
自
治
労
連
か
ら

の
平
和
行
進
リ
レ
ー
旗
に
、

執
行
委
員
会
で
平
和
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
書
く
と
と
も
に
ア
ピ
ー

ル
も
し
、
香
川
へ
と
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。

（１） 第５８０号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２５年 ５月３０日

第 ５８０ 号

日 程

【６月】

４ 自治労連総務省要請

自治労連デジタル庁・個

人情報保護委員会要請

７ 青年部幹事会

パート派遣・非正規全国

交流集会（広島～８）

８ 保育部会幹事会

11 自治労連賃金講座（web）

14 県本部拡大執行委員会

現業評全国学習交流集会・

現業労働学校（静岡～15）

19 第４次最賃デー

20 宇和島病院労組定期総会

自治労連全国書記学習交

流集会（web）

21 全国青年ピースツアーIN

横須賀

27 自治労連拡大全国代表者

会議（～28）

29 四国ブロック将棋大会

（高知）

【７月】

12 県本部第84回定期大会

（松山）

26 青年部ドキジャム

（松山～27）

5/18香川へと引き継ぎ

5/11松山行進

自治労連旗を香川へリレー 5/14今治市要請で紹介されたパネル 5/9伊予診療所で小集会



新
居
浜
市
職
労
は
４
月

16

日
「
新
採
歓
迎
会
」
を
開
催
。

新
採
職
員
と
先
輩
職
員
が
集

ま
っ
て
、
お
弁
当
を
食
べ
な

が
ら
、
楽
し
い
企
画
を
実
施
。

市
職
労
の
組
合
活
動
の
内
容

を
先
輩
た
ち
が
紹
介
。
チ
ー

ム
対
抗
で
い
ろ
ん
な
種
類
の

ク
イ
ズ
に
挑
戦
！
豪
華
景
品

を
目
指
し
て
先
輩
た
ち
と
協

力
し
な
が
ら
仲
を
深
め
ま
し

た
。
一
等
の
景
品
は
新
採
さ

ん
の
も
と
へ
。
恒
例
に
な
り

つ
つ
あ
る
新
採
さ
ん
の
飴
つ

か
み
取
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
新

採
さ
ん
が
い
く
つ
飴
を
つ
か

め
る
か
み
ん
な
で
予
想
、
正

解
は

33個
で
し
た
。
参
加
し

た
新
採
職
員
か
ら
「
先
輩
た

ち
が
と
て
も
優
し
く
接
し
て

く
れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
」

「
今
後
と
も
意
欲
的
に
参
加

し
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
」

な
ど
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

宇
和
島
市
職
は
４
月

25日

「
組
合
説
明
会
＆
新
採
職
員

歓
迎
会
」
を
開
催
し
、
新
採

職
員
、
組
合
員
、
書
記
な
ど

19

人
が
参
加
。

ま
ず
河
野
委
員

長
よ
り
組
合
に

つ
い
て
説
明
。

共
済
の
お
得
な

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

も
説
明
し
、
自

己
紹
介
へ
。
組

合
員
さ
ん
と
の
意
外
な
つ
な

が
り
も
発
覚
し
、
驚
き
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
入

職
し
て
４
週
間
が
経
過
し
そ

れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
つ
い
て
近

況
報
告
を
し
た
り
、
先
輩
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
真
摯
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
今

年
は
同
じ
学
校
出
身
の
方
が

多
く
、
学
生
時
代
の
話
や
地

元
ト
ー
ク
で
と
て
も
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
引
き
続

き
加
入
の
声
か
け
を
し
て
い

き
ま
す
。

伊
予
市
職
労
は
５
月

17日
、

松
山
市
内
『
マ
テ
ラ
の
森
』

で
「
新
規
採
用
職
員
歓
迎
Ｂ

Ｂ
Ｑ
」
を
開
催
し

19人
が
参

加
。
う
ち
７
人
が
新
採
職
員

で
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な

か
、
屋
内
で
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
楽

し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
出
先
勤
務
の
方
と
も

自
然
と
会
話
が
広
が
り
、

「
知
り
合
え
て
う
れ
し
い
」

と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
新

採
の
方
か
ら
は
「
こ
う
し
た

機
会
を
設
け
て
も
ら
え
て
あ

り
が
た
い
」
と
の
感
想
も
あ

り
、
終
始
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

時
間
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

歓
迎
会
を
通
じ
て
「
あ
、
あ

の
先
輩
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
に
い
た
人

だ
！
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る

と
う
れ
し
い
で
す
。
今
後
は

さ
ら
に
多
く
の
方
に
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
声
か
け

を
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
こ

ろ
で
す
。
次
回
は
６
月
に

「
晩
御
飯
企
画
・
コ
ン
ビ
ニ

飯
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

４
月
の
西
予
市
立
市
民
病

院
・
野
村
病
院
・
つ
く
し
苑

の
指
定
管
理
者
制
度
移
行
に

よ
る
市
正
規
職
員
１
９
１
人

の
分
限
免
職
処
分
に
対
し
、

地
方
公
務
員
法
第

49条
２
に

も
と
づ
き
市
公
平
委
員
会
に

「
審
査
請
求
（
異
議
申
立
）

書
」
を
提
出
。
４
月

11日
提

出
の
１
０
９
人
分
の
追
加
分

と
し
て
、
５
月

16日
に

20人

分
を
、
審
査
請
求
人
代
表
者
・

福
島
さ
ん
が
公
平
委
員
会
事

務
局
に
提
出
（
累
計
１
２
９

人
…
正
規

93人
・
会
計
年
度

36人
）
し
ま
し
た
。
提
出
後
、

福
島
代
表
が
庁
舎
１
Ｆ
ロ
ビ
ー

で
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
を
受
け
、

「
異
議
申
立
に
至
っ
た
理
由

と
現
在
の
心
境
」
な
ど
「
指

定
管
理
に
至
る
経
過
と
市
の

対
応
か
ら
、
西
予
市
に
対
し

て
の
不
信
感
の
心
境
は
十
分

語
れ
た
と
思
い
ま
す
」
と
取

材
後
の
感
想
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

内
子
町
職
は
５
月
２
日

「
新
採
職
員
歓
迎
会
」
を
フ

レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り
で

行
い
ま
し
た
。
最
初
に
「
内

子
町
職
」
に
つ
い
て
説
明
。

労
働
組
合
と
し
て
要
求
活
動

に
力
を
入
れ
、
現
在
の
働
き

や
す
い
労
働
環
境
を
勝
ち
取
っ

た
こ
と
と
組
合
員
が
楽
し
く

交
流
で
き
る
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
を
た
く
さ
ん
開
催
し
同
世

代
の
仲
間
た
ち
と
交
流
で
き

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
四
国
労
働
金
庫
よ

り
「
ろ
う
き
ん
」
に
つ
い
て

の
学
習
会
を
開
催
。
「
ろ
う

き
ん
」
の
基
本
的
な
こ
と
か

ら
、
出
金
手
数
料
無
料
な
ど
、

お
得
情
報
を
学
習
。
そ
の
後
、

お
い
し
い
料
理
と
お
酒
を
囲

ん
で
の
交
流
会
を
実
施
。
先

輩
組
合
員
の
心
弾
む
ト
ー
ク

に
よ
り
、
新
採
職
員
の
皆
さ

ん
も
楽
し
く
、
和
気
あ
い
あ

い
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

松
山
市
職
労
は
５
月

12日

「
執
行
委
員
会
」
を
開
催
し

12人
が
参
加
。
新
聞
で
情
勢

学
習
し
意
見
交
換
の
後
、
活

動
経
過
で
は
、
メ
ー
デ
ー
・

憲
法
集
会
・
松
山
平
和
行
進

へ
の
代
表
参
加
、
県
本
部
拡

大
執
行
委
員
会
・
中
予
総
支

部
代
表
者
会
議
へ
の
参
加
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
事

項
で
は
、
○
昨
年
末
か
ら
要

求
課
題
と
し
て
き
た
「
再
任

用
職
員
と
会
計
年
度
職
員
の

年
収
逆
転
解
消
」
の
人
事
課

協
議
、
○
４
月
以
降
の
組
合

加
入
と
今
後
の
働
き
か
け
、

〇
５
月

24日
県
本
部
野
球
大

会
（
西
条
）
の
チ
ー
ム
参
加

と
運
営
協
力
、
〇
６
月

29日

四
国
Ｂ
将
棋
大
会
（
高
知
）

の
参
加
、
〇
若
手
職
員
を
中

心
に
自
治
労
連
共
済
加
入
の

勧
誘
を
確
認
。
職
場
状
況
も

交
流
し
、
６
月
現
業
全
国
学

習
交
流
集
会
（
静
岡
）
の
参

加
な
ど
も
相
談
し
ま
し
た
。

■
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
、

道
後
を
観
光
し
ま
し
た
。
今

さ
ら
な
が
ら
、
初
め
て
蛇
口

の
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
を
体

験
し
た
り
、
足
湯
に
入
っ
た

り
し
て
愛
媛
を
満
喫
し
ま
し

た
！
改
め
て
愛
媛
が
好
き
に

な
り
ま
し
た
！

（
新
居
浜
・
西
原
）

■
万
博
に
行
き
ま
し
た
。
新

居
浜
デ
イ
に
会
場
入
り
し
、

新
居
浜
太
鼓
台
、
浜
っ
鼓
☆

弾
☆
Ｄ
Ａ
Ｎ
の
演
技
、
新
居

浜
南
高
校
の
発
表
な
ど
、
ふ

る
さ
と
新
居
浜
を
誇
り
に
思

う
一
日
で
し
た
。

（
新
居
浜
・
永
易
）

■
今
年
度
は
異
動
と
な
り
ま

し
た
。
毎
日
、
不
安
と
緊
張

で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
と
や
り
方
が
異
な
る
た

め
、
慣
れ
る
ま
で
時
間
が
か

か
り
そ
う
で
す
。

（
今
治
・
木
村
）

■
若
く
は
な
い
で
す
が
、
４

月
か
ら
給
食
の
仕
事
で
わ
か

ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
。
が
ん

ば
り
ま
す
。

（
今
治
・
倉
谷
）

■
数
々
の
作
品
に
出
演
さ
れ

て
い
た
西
田
敏
行
さ
ん
。
個

人
的
に
は
「
じ
い
じ
～
孫
と

い
た
夏
～
」
と
い
う
作
品
が

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

当
時
は
全
く
ド
ラ
マ
を
観
て

い
な
か
っ
た
の
に
、
こ
れ
だ

け
は
毎
回
欠
か
さ
ず
観
て
ま

し
た
。

（
新
居
浜
・
大
坪
）

■
西
田
敏
行
さ
ん
、
幼
い
時

に
西
遊
記
を
よ
く
観
て
い
ま

し
た
。

（
新
居
浜
・
鈴
木
）

■
新
年
度
の
各
所
の
様
子
が

知
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。

（
新
居
浜
・
紀
伊
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５８０号

２０２５年 ５月３０日

■
５
７
８
・
５
７
９
号
の
パ

ズ
ル
の
答
え
は
５
８
１
号
に

て
発
表
し
ま
す
。
５
８
１
号

発
表
分
に
か
ぎ
り
、
正
解
者

の
な
か
か
ら

10人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
６
月

27日
【
発

表
】
５
８
２
号
（
７
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①両親のどちらかが広島・長崎の被爆者の

子ども

④動作がもの静かで上品、つつしみ深いさま。

お○○○○

⑦めまいがして倒れそう。頭が○○○○する

⑧危険予知または空気が読めないことを

アルファベットで

⑨赤ん坊が腹を地面につけた状態ではうこと

【タテのカギ】

①８月６日に縁のある県

②食事も満足にとらないようす

③ファースト、○○ンド、サード

⑤水や油を加えないで材料を煎ること

⑥腹の中で企む。○○○○のできる政治家

マ
ス
目

を
埋
め

、
二
重

枠
の
７
文

字
で

今
年
で

80

年
経

過
に

し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


